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鶴岡のお米お届けいたします

8/3、東北地方で線状降水帯の影響で河川の氾濫や土砂災害を多数受けた所がありました。鶴岡で

は災害は無かったものの雨の影響は少なからず受けているものと考えられますが現在の所、稲や大

豆は順調に生育しております。農作物の生育には東北地方ならではの四季の気候とそれに伴った降

水量が非常に重要となります。収穫量や品質に影響がない事を願うばかりです・・・

自宅裏から見えるアシスト水稲圃場です。天候に影響される事無く順調に生育しています。この圃場に奥

には大豆圃場もあり、大豆も順調に生育しております。 8/31撮影。

鶴岡市羽黒町の月山高原牧場のひまわり畑です。とてもきれいに咲いていました。ひま

わりの花粉を体中にまぶして密を集めていたミツバチさんがとても可愛らしく写真し

ました。 8/28撮影。

夏のヘリの防除は穂が実り始める頃に発生する害虫の被害を防ぐ為に薬剤を散布し害虫の被害を抑え、丈夫な

苗の生育と稲穂を実らせます。9月中旬から予定しているお米の刈取作業迄の期間は畦畔(けいはん)という田

んぼと田んぼの間の畦道の草刈り作業に追われます。あらかじめ、除草剤を散布していますが、雑草の強い生命

力と毎年戦っております。受け持ちの圃場が多く、従業員の「チカラ」が何より支えとなっております。・・・9/1撮影。

↑道路の端の草が茶色になっている所が除草剤

の効果ですが、生命力は凄まじいです・・・9/1撮影。


